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令和３年 第１回 福岡市中小企業振興審議会 委員からの意見（要旨） 

１．プラン素案について 

意見内容 

１ 

カーボンニュートラル（脱炭素）は、今後、かなり大きな潮流になるため、

中小企業振興施策にどのように絡んでくるかをはっきりプランの中で見せてい

くべき。取組みを強化する３つの柱の中の「新しい価値ビジネスの創出」に入

るべきではないか。 

２ 

取組みを強化する３つの柱の中の「短期的集中的に取り組む分野」として、

コロナからの回復というものが、短期・集中的で足りるのかという問題提起を

しておきたい。特に中小零細企業の経営が改善するのは、３年以上かかり、経

営を守りコロナから回復させるという視点がプランの中でもっと大きな比重を

占めてもいいのではないか。 

３ 

女性の「仕事と家庭の両立支援」に視点を置いたプランにして欲しい。 

そして、プランに基づいて福岡市の中でどう横断的にそれを支援していける

のか、その仕組みづくりが重要である。 

４ 

 取組みを強化する３つの柱の中の「短期的集中的に取り組む分野」で、 

特に落ち込みが日々大きい飲食業、観光業の回復には、交流人口を増加させる

しかないと考える。そのためには、数ヶ月で効果を出して、足元を早急に改善

させる施策が必要であり、ここ 1年間が一番大事だと思っている。 

しかし、プランに記載されている交流人口の拡大としての「国内外の企業誘

致」、「観光ＭＩＣＥの振興」では、数か月で効果が期待できず、早急に交流人

口を増やす環境づくりの視点がプランに足りない。 

資料３ 
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２．中小企業におけるデジタル化（DX）について 

意見内容 

１ 

銀行業務の大部分が、１０年後にはＡＩやＰＲＡに代替され、銀行の情報産業

化（Fintech企業などの外部サービスに対して、クラウド上から金融機能を提供

する）が進むと言われている。 

そんな中、各銀行は生き残りを掛けてデジタル化（DX）＝喫緊の経営課題とし

て経営トップが陣頭に立って取組んでいる。 

一方中小企業経営者は、デジタル化（DX）＝喫緊の経営課題との認識が薄いた

め、取組みが進んでいないと思われる。 

２ 

ＤＸ化への取組に遅れがあることの１つ目の要因として、経営者にＤＸの知識や

関心が薄いことが考えられる。ＤＸ戦略がないと予算や計画も立てることができな

い。経営者は IT投資額と投資効果を学ぶことに加え、経営指針書と事業計画にデジ

タル化に関する方針と予算と採用計画（アウトソーシング計画）を入れるなど、経営

者が年度計画に IT化予算を入れ、覚悟をもって推進していくことが必要である。 

２つ目は、中小企業内に IT人材がおらず、IT人材を採用するのはコスト的リスク

もある点である。IT 知識がある企業から派遣してもらう仕組みや出向・請負契約を

する仕組みを取り入れるとともに、そういった流れを促進するために補助金等を活

用することも 1つの手段だと思う。 

３ 

 ＤＸ実現のためには、経営者が高齢化していて意識の醸成は難しいので、まず、

事業承継をスムーズに行い、次に、アフターコロナ時代における資産に見合った

事業転換、この事業展開の中で、新しい時代の発想ができる世代に早くバトンタ

ッチしていくことが必要である。 

３. 人材の育成・確保の取組みについて

意見内容 

１ 

DXを進展する中においては、経営者と現場の双方の意識改革とスキル習得が

必要である。そのために、経営者自らが学ぶことはもちろん、デジタルネイテ

ィブ世代の若い社員に新しいことに取り組む権限を委譲したり、リバースメン

ター制度（若い社員が経営者のメンターとなる）などの活用が必要と考える。

また、企業や業界の枠を超えて外部の専門家などとのビジネス接点（マッチ

ング）を持つ、いわゆるオープンイノベーションも必須である。また、ウェビ

ナーやオンライン教育の環境整備の充実が非常に顕著な状況にある。場所や移

動時間のハンディーを受けずに参加できる機会も増加している。 

また、人材確保面では、中堅技術者の中途採用が厳しくなっていると感じて

いる会員もいる。 
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４.ウィズコロナ・アフターコロナにおける中長期の経済発展について

意見内容 

１ 

中小企業にはウィズコロナ・アフターコロナを見据えイノベーションやデジ 

タル化に関する取り組みや事業の再構築を図る新分野展開、業態転換、事業・

業種転換等“将来に向かって前向きな取り組み”が必要である。 

このような取り組みを促進するうえで、各種補助金をはじめとした国や自治 

体の支援策の継続･拡充は不可欠である。また、イノベーションの促進のため、

大企業が取り組むオープンイノベーションと地場中小企業のマッチング機会を

増やす取り組みも必要である。 

商工会議所としてはウィズコロナ・アフターコロナを見据えた取り組みに対 

して、セミナーによる理解促進や補助金活用支援や専門家による個別支援、マ

ッチング支援などを通して、事業者に寄り添う「伴走型」で一層強力に支援し

ていきたい。 

５．融資について 

意見内容 

１ 

資金調達について、融資件数が少ないというのは、無担保無利子の融資の制度

はあるが、企業に意欲がないということなのか、資金調達したいが、体力がなく、

融資を申し込んでも、相手にしてもらえない等、そのような状況が引き続き多い

のか。  

２ 

先が見えてこない中で、小規模事業者は不安を感じている。 

融資を受けても返済の当てがなく、売上の見込みも立たないことから、融資へ

の意欲が、鈍くなってきているように感じる。 

３ 

昨年、実行された無担保無利子の融資は、倒産、廃業する企業が少なかったこ

とから、セーフティネットとして、優位性は極めて大きかった。 

しかし、３年の据え置き期間が終わり本格的な返済が開始するので、これから

が本当に正念場になる。 

４ 

今回、融資を受けなかった事業者は、従来から、金融機関から経営上、返済能

力がないとされた事業者が多い。一方で、この機会を利用して、借りれるだけ借

りた事業者もあり、実際にそういうところにも貸し出しが実行されたという問題

がある。 
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５ 

飲食店をはじめ、閉店が続く商店街においては、融資に関する説明会を会員向

けに実施するも、先行きが見通せない現状の中、メンタル面でかなり落ち込んで

いて、融資を受ける方向に気持ちが向かないのが現実である。 

６ 

現場窓口で聞く範囲では、融資制度自体は、売上減等の様々な補助金も含め、

非常に充実しているという認識である。保証協会等も企業目線で対応しており、

借りやすい状況はできていると思う。企業側からすると、「借りても返す見込み

がない」という心配もあり、融資よりも、補助金や手厚い支援策のほうが望まし

いというのが本音だと思う。 

６．アンケート調査について

意見内容 

１ 

2,000件対象で回答が 500件では傾向は把握できるが、施策を実施していく上

での参考とするには少ないのではないか。 

アンケート調査ではなく、聴き取り調査を実施し、人材確保や販路拡大など聴

き取りテーマを絞って、時間をかけて業種別と、業種ごとの規模別に分析するべ

き。 

２ 

プランの評価機関としての中小企業振興審議会の下に、「人材育成」や「ＤＸ

推進」などを、プロジェクトとして位置づけ、もっと中小企業関係者の意見を吸

い上げてアンケートを実施してはいかがか。 
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